
南島原市長　様 指定番号

事業所名

　この用紙以降の者は、下記理由で特別徴収できないため、普通徴収として申請します。

１．令和８年１月１日現在において、南島原市に住所を有

　１　あらかじめ入力している記載事項について、誤り等がある場合は朱書き訂正してください。 ① 　　する方の分を提出してください。

　２　独自の総括表を使用される場合は、本市から送付した総括表も添付のうえ提出してください。

　３　給与支払報告書は、仕切り紙（普通徴収申請書）を使用し、特別徴収対象者と普通徴収対象 ２．個人別明細書について

　　者に仕分けして提出してください。 ②

　４　「給与支払者の個人番号又は法人番号」欄には、給与支払者の個人番号（行政手続における 　(ｲ) 受給者のフリガナ、生年月日、個人番号は必ずご記

　　特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第２条第５項に規定する個人番号をい 　　　入ください。（同姓同名の間違い防止のため）

　　う。以下同じ。）又は法人番号（同条第15項に規定する法人番号をいう。）を記載してくださ

　　い。なお、個人番号を記載する場合は、左側を１文字空けて記載してください。 　(ﾛ) 控除対象配偶者及び扶養親族の個人番号についても

　５　「受給者総人員」欄には、１月１日現在において給与の支払をする事務所、事業所等から給 ③ 　　　ご記入ください。

　　与等の支払を受けている者の総人員を記載してください。

　６　「特別徴収対象者」欄には、１月１日現在において給与の支払をする事務所、事業所等から 　(ﾊ) 摘要欄には、「前事業所名・前職分給与・社会保険

　　給与等の支払を受けている者で、南島原市への報告人員（普通徴収により徴収する者を除く） 　　　料額・源泉徴収税額」、「普通徴収の申請理由の略

　　を記載してください。 ④ 　　　号Ａ～Ｅ」をご記入ください。

　７　「普通徴収対象者（退職者）」欄には、普通徴収の対象となる人員のうち退職者（昨年中に

　　退職された人員及び１月１日現在在職しているが、５月31日までに退職予定の人員）で、南島 ３．普通徴収申請書には、普通徴収の申請理由ごとに人数

　　原市への報告人員を記載してください。 　　をご記入ください。

　８　「普通徴収対象者（退職者を除く）」欄には、普通徴収の対象となる人員のうち退職者を除

　　いた南島原市への報告人員を記載してください。 ４．給与支払報告書提出後に、特別徴収対象者が退職・転

　９　「報告人員の合計」欄には、南島原市に対して「給与支払報告書（個人別明細書）」を提出 　　勤等の異動が生じた場合は、異動届を提出してくださ

　　　する人員（「特別徴収対象者」欄、「普通徴収対象者（退 職 者）」欄、「普通徴収対象者 　　い。

　　　（退職者を除く）」欄の人員の合計）を記載してください。

給 与 の 支 払 期 間 令和４年１月分から１２月分まで 1231234

2 3

　　　　給与支払報告書　（総括表） 普通徴収申請書
指　定　番　号

1231234

南島原市長　様　　　令和 ８ 年 １ 月２０日　提出

フ　　リ　　ガ　　ナ マルマルサンギョウ
事　業　種　目 建設業

4 3 2 1 0 1
給　与　支　払　者　の
個人番号又は法人番号

9 8 7 6 5

１　人

Ｂ

株式会社　○○産業

給  与  支  払  者  の
氏  名  又  は  名  称

株式会社　○○産業
受 　 給  　者
総　  人  　員

　１０　人

所 得 税 の 源 泉 徴 収
を し て い る 事 務 所
又 は 事 業 の 名 称

同　上

報
告
人
員

特別徴収対象者 　　５　人

　　１　人

報告人員の合計 　　７　人

普通徴収対象者
（退　職　者）

　　１　人
フ　　リ　　ガ　　ナ ﾐﾅﾐｼﾏﾊﾞﾗｼﾆｼｱﾘｴﾁｮｳｻﾄﾎﾞｳ9999ﾊﾞﾝﾁ

同　上　の　所　在　地

〒859-2211
　南島原市西有家町里坊
　９９９９番地

普通徴収対象者
（退職者を除く）

他の事業所で特別徴収の方（例：乙欄該当者） 人

給 与 支 払 者 が
法 人 で あ る 場 合
の 代 表 者 の 氏 名

南島原　太郎
所　　　　　属
税　務　署　名

島原　税務署

Ｃ 毎月の給与の支給がない方 １　人

Ｄ

(

切
り
取
り
線

)

略　号 理　　　　由 人　数

Ａ 退職者又は退職予定者

①
～

④
の
順
番
に
束
ね
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

個人事業者の事業専従者 人

連  絡  者  の  氏  名 、
所  属  課  、 係  名
及  び  電  話  番  号

　　　総務課　　給与係
氏名　南島原　一郎
（電話0957-82-9999　内線000）

給与の支払方法
及びその期日

月　給
毎月２０日〆
２５日支払

Ｅ 総受給者数（専従者・乙欄・退職者を除いた合計）が２人以下 人

普通徴収申請者　合計人数 　２　人

関 与 税 理 士 等 の 氏 名
及 び 電 話 番 号

△△税理士事務所
氏名　△△　二郎
（電話0000-00-0000）

納入書の送付 必要 ・ 不要

給与支払報告書

給与支払報告書
個人別明細書

普通徴収申請書

給与支払報告書
個人別明細書

記載例 記載例

①普通徴収の対象者がいる場合は、必ず「普通徴収申請書」を

提出してください。提出がない場合は特別徴収となります。

②「給与支払報告書（総括表）」の「普通徴収対象者（退職者）」

欄は、「普通徴収申請書」の略号Ａの人数を記載してください。

③「給与支払報告書（総括表）」の「普通徴収対象者（退職者を

除く）」欄は、「普通徴収申請書」の略号Ｂ～Ｅの合計人数を

記載してください。

「報告人員の合計」欄

は、「特別徴収対象者」

欄、「普通徴収対象者

（退職者）」欄、「普通徴

収対象者（退職者を除

く）」欄の合計を記載し

てください。

「報告人員の合計」欄

は、「給与支払報告書

（個人別明細書）の提

出枚数と一致します。

問い合わせる場合に直接対応していただける方の部署、

氏名、電話番号を記載してください。

税理士等が給与支払報告書を作成する場合には、関与

税理士等の氏名及び電話番号を記載してください。



5 4 3 2 1

　　（摘要）　に前職分の加算額、支払者等を記入してください。

※　給与支払報告書（個人別明細書）は同封しておりませんのでご了承ください。
　　（用紙が必要な方は、税務課又は各支所へご連絡ください。）

氏名又は名称 　株式会社　○○産業 （電話） 0957 - 00 - 0000

昭和 40 5 1

支
払
者

個人番号又は
法 人 番 号 9 8 7 0 9 8 7 （右詰で記載してください。）

住 所 （ 居 所 ）
又 は 所 在 地 　南島原市西有家町里坊９９９９番地

6

日

特
別

そ
の
他 就職 退職 年 月

寡
婦

ひ
と
り
親

勤
労
学
生

中 途 就 ・ 退 職 受 給 者 生 年 月 日

日 元号 年 月

7 7 7

（

市
町
村
提
出
用
）

未
成
年
者

外
国
人

死
亡
退
職

災
害
者

乙
 

欄

本人が障がい者

7 7 7 7 7 7個人番号 7 7 7

氏名 氏名 南島原　秋子

個人番号

6個人番号 6 6 6 6 6

4

（フリガナ） 区
分 4

（フリガナ） ミナミシマバラ　アキコ 区
分

５人目以降の16歳
未満の扶養親族の
個 人 番 号氏名 氏名 南島原　夏子

(1)
888888888888

個人番号 66 6 6 6 6

3

（フリガナ） 区
分 3

（フリガナ）

5 53 3 個人番号 5 5 53 3

ミナミシマバラ　ナツコ

氏名 南島原　二郎 氏名 南島原　三郎

個人番号 3 3 3 3 5 5 55 5 5 5

4

2

（フリガナ） ミナミシマバラ　ジロウ 区
分 2

（フリガナ） ミナミシマバラ　サブロウ 区
分

4 4 4 4 4 42 2 2 2 個人番号 42 2個人番号 2 2
１
６
歳
未
満
の
扶
養
親
族

1

（フリガナ） ミナミシマバラ　ハルコ 区
分

4 4 4 4

3 3 3 3

区
分

控
除
対
象
扶
養
親
族

1

（フリガナ） ミナミシマバラ　イチロウ 区
分

1 1 1 1 1 1

(源泉・特別)

控除対象

配 偶 者

2 2 2 2

５人目以降の控除
対 象 扶 養 親 族 の
個 人 番 号氏名 南島原　一郎 氏名 南島原　春子

氏名 南島原　花子
1,180,000 基礎控除の額

円 所得金額
調整控除個人番号 1 1 1

配偶者の
合計所得

円
国民年金
保険料等
の金額

円 旧長期
損害保険料

の金額

（フリガナ）

1 1 1

住宅借入金等
年末残高
（１回目）

円

円

円

ミナミシマバラ　ハナコ 区
分

日 住宅借入金等
特別控除区分

（２回目）

住宅借入金等
年末残高
（２回目）

円

日 住宅借入金等
特別控除区分

（１回目）

生命保険
料の金額
の内訳

新生命
保険料
の金額

円 旧生命
保険料
の金額

円 介護医療
保険料の

金額

住宅借入
金等特別
控除の額
の内訳

住宅借入金
等特別控除

適用数

居住開始
年月日

（１回目）

年 月

住宅借入金
等特別控除

可能額

円 居住開始
年月日

（２回目）

年 月

712,000

円

（摘要）

前職　○○建設　R7.3.31退職
支払金額　960,000円　社会保険料　180,000円　源泉税額　0円

円 新個人年金
保険料
の金額

円 旧個人年金
保険料
の金額

円

102,000 88,000

（1）南島原　四郎（年少）普A

80,000 25,000

5

社会保険料等の金額

内 円円

地震保険料の控除額

円

住宅借入金等特別控除の額

人

160,000 1 1

内 人 人従人 人 従人 人人 従人 内 人有 従有 円

(源泉)控除対象配偶 配 偶 者 （ 特 別 ）
（ 配 偶 者 を 除 く 。 ） （ 本 人 を 除 く 。 ）の 有 無 等 控 除 の 額

老人 特定 老 人 その他

16歳未満
扶養親族
の 数

非居住者
で あ る
親族の数

控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数 障 が い 者 の 数

特別 その他

円 円 内 円円

4,500,000 3,160,000

給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）

住

所
南島原市西有家町里坊９６番地２

（個人番号）
1 2

氏
名

（フリガナ）

ミナミシマバラ　タロウ

0 1 2
（役職名）

4 5 6 7 8 9

給料・賞与

南島原　太郎

種 別 支 払 金 額
給与所得控除後の金額

（調　整　控　除　後）
所得控除の額の合計額 源泉徴収税額

2,447,000 0

支 払
を 受 け
る 者

※　区　分 （受給者番号） 20000-001

3

特定親族特別控除の額

円

310,000

給与支払報告書（個人別明細書）の記載例
※ ※種別 ※整理番号 ※

生命保険料の控除額

内

8 受給者の個人番号を記入

控除対象扶養親族又は16

歳未満の扶養親族が5人以

上いる場合には、扶養親

族の氏名を摘要欄に記入

します。この場合、氏名

及び個人番号の前に括弧

書きの数字を付し、氏名

と個人番号との対応関係

がわかるように記入して

ください。

扶養親族の氏名・フリガナ・個人番号

を記入

支払者の個人番号又は法人番号を記入

配偶者控除の額又配偶者特別控除の額

を記入してください。

配偶者の合計所得金額を記入してください。

普通徴収に該当する場合は、該当する

符号を記入してください。

（
新
設
）
特
定
親
族
特
別
控
除
の
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。


